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6. そのほか、用語や notationなどについて細かいコメントがあった。 
 
上記のコメントに対して、純粋に感想であるものを除き、著者は直ちに対応した。すな
わち必要な修正を行い、修正稿を提出し、主査の最終確認を経た上で各審査委員の了解を
得ている。 
 
この最終版をもって審査委員全員は本論文が本学博士論文として妥当であることを認め
た。 
